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2017年改訂版RC耐震診断基準に対応
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1.形状指標(SD)の算定における改訂(A～C法)

2.そで壁付き柱の強度指標、靭性指標の改訂

3.全体崩壊系におけるEoの割り増し
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2017年改訂版診断基準の主な改訂内容



・ そで壁付き柱のせん断終局強度（Qsu）

2017年版

ここに、
Qsu1 ：柱を含む等価な壁厚の断面に置換して算定
Qsu2 ：全せいの壁と柱部分に分割してせん断強度を累加して算定
Qsu3 ：柱に連続する壁を無視して独立柱として算定

2.そで壁付き柱の強度指標、靭性指標の改訂‐1
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2001年版
Qsu ൌmaxሺQsu1, Qsu2, Qsu3,Qsu4ሻ

2017‐Qsu1	≒ 2001‐Qsu2で、atの取
り方が異なります。

2017‐Qsu3 ≒ 2001‐Qsu3で、反曲点
高さが異なります。2017では
hcoൌho/2



以下の条件すべてに該当する場合は極脆性柱となります。(F = 0.8)

2.そで壁付き柱の強度指標、靭性指標の改訂‐2

2017年版ＲＣ診断基準 (P44)
1. ho/D≦2
2. Qsu/Qmu≦1
3. ΣAw/Ac≦1/2 (外柱ではΣAw/Ac≦1/4とします)

ΣAw/Ac ：そでの水平断面積(Σ両側の和) / 柱部分の水平断面積

2001年版ＲＣ診断基準 (P15)
(ii)そで壁付柱

ho/Ho≦0.75 の場合:原則として靭性指標は 0.8とする。
ただし、曲げ降伏が先行する場合、靭性指標を1.0としてよい。
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2.そで壁付き柱の強度指標、靭性指標の改訂‐ 3

2001年版RC診断基準 2017年版RC診断基準
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2001年版RC診断基準 2017年版RC診断基準

① ho/D=120/55=2.18 > 2.0
② Qsu/Qmu = 589/539.2 = 1.09 >1.0
③ ΣAw/Ac = 570/3025 = 0.19 < 1/4(0.25)

① ho/Ho = 120/280 =0.43<0.75

② Qsu/Qmu = 519.7/539.7 =0.96 < 1.0

2.そで壁付き柱の強度指標、靭性指標の改訂‐ 4
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新規
分割累加

袖壁付柱

耐震壁

独立柱

雑 壁

耐震壁

独立柱

ｈｃｗｏ＝
768.96

ｈｃｗｏ＝
768.96

ｈｃｗｏ＝
600
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2.そで壁付き柱の強度指標、靭性指標の改訂‐ 5

傾向:開口高さhoが小さい場合は、2017年のQsu2が大きく、開口高さが大きくなると2001年のQsu1が大
きく、そで壁が長くなると２０１７年のQsu2が大きくなる

開口高さによるせん断終局強度の比較 (単位 kN)



・全体崩壊形の場合の、緩和規定

壁の1階脚部における曲げ降伏もしくは壁の回転が建物の耐震性能を支
配して層降伏が生じないことが保証される場合は指定により、E。を(6)式
のように補正します。

Ｅ ’＝φm・Ｅ (6)

ここに、

ｎ ：建物階数

φm : 保有性能基本指標を補正するための係数
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3.全体崩壊系におけるEoの割り増し‐1


